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人
権
派
弁
護
士
と
し
て
明

治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
数
々

　
２
０
１
６
年
度
育
友
会

（
本
多
英
夫
会
長
）
定
期
総

会
が
６
月
４
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
新
会

長
に
出
雲
高
志
副
会
長
が
選

任
さ
れ
た
。
育
友
会
員
と
専

修
大
学
の
役
員
・
教
職
員
な

ど
１
６
８
人
が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
、
４
月
25
日
に
亡
く

な
ら
れ
た
矢
野
建
一
学
長
に

黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　
綿
貫
義
文
副
会
長
の
司
会

で
進
行
。
本
多
会
長
の
あ
い

さ
つ
の
あ
と
議
案
審
議
が
行

わ
れ
、「
15
年
度
事
業
報
告

・
同
決
算
報
告
」
で
は
、
育

友
会
奨
励
賞
は
応
募
要
件
の

緩
和
に
よ
り
応
募
者
数
が
増

え
た
こ
と
、
全
国
67
支
部
63

会
場
で
行
わ
れ
た
支
部
懇
談

会
は
各
支
部
役
員
の
努
力
に

よ
り
参
加
者
が
増
加
し
た
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
続

い
て
「
16
年
度
事
業
計
画
・

同
収
支
予
算
」
な
ど
が
承
認

さ
れ
た
。
役
員
選
出
で
は
会

長
、
副
会
長
、
監
査
役
16
人

が
発
表
さ
れ
た
。

　
馬
塲
杉
夫
学
長
代
行
は

「
ま
も
な
く
創
立
１
４
０
周

年
を
迎
え
る
専
修
大
学
は
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
校
地
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
１

５
０
年
、
１
６
０
年
に
向
け

て
、
ハ
ー
ド
面
に
加
え
、
ソ

フ
ト
面
の
充
実
に
も
取
り
組

む
」
と
あ
い
さ
つ
。
日
髙
義

博
理
事
長
は
「
18
歳
人
口
減

少
で
大
学
間
競
争
は
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
皆
様
の
ご
尽

力
を
た
ま
わ
り
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　
来
賓
の
小
宮
多
喜
次
校
友

会
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

新
会
長
に
選
出
さ
れ
た
出
雲

氏
は
「
重
責
に
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
だ
。
育
友
会
は
ま

も
な
く
創
立
60
周
年
を
迎
え

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

振
り
返
り
今
後
の
活
動
を
展

望
し
て
い
き
た
い
。
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
呼
び
掛
け
た
。

　
最
後
に
退
任
役
員
を
代
表

し
て
本
多
前
会
長
が
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
。「
多
く
の

方
々
か
ら
協
力
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
こ
の
一
年
活
動
で

き
た
と
実
感
し
て
い
る
」
と

謝
意
を
表
し
た
。

　
翌
５
日
に
は
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
本
年
度
第
１
回
の
全

国
支
部
長
会
が
開
催
さ
れ
、

１
２
１
人
が
出
席
し
た
。

　ハインリヒ・シュリーマン（1822―

1890）という考古学者をご存じだろう

か。子供の頃に父親から聞かされたホ

メーロスの詩に感銘を受けたシュリー

マンは、空想上の都市と考えられてい

たトロイアが実

在したにちがい

ないと考え、その信念を裏付けるため

に不
ふ

撓
とう

不
ふ

屈
くつ

の精神で資金稼ぎと勉学に

励み、見事にトロイアの存在を発掘に

よって実証したことで知られている。

　シュリーマンはまた、十数カ国語を

操る語学の達人だったことでも名高

い。自伝の中で、語学学習の秘
ひ

訣
けつ

は

「大きな声でたくさん音読すること、

ちょっとした翻訳をすること、毎日一

回は授業を受けること、興味のある対

象について常に作文を書くこと、そし

てそれを先生の指導で訂正すること、

前の日に直した文章を暗記して、次回

の授業で暗
あん

誦
しょう

すること」（『古代への情

熱－シュリーマン自伝－』（シュリー

マン著、関
せき

楠
くす

生
お

訳、新潮文庫より）と

述べている。

　語学の天才も意外に地道な努力をし

ているのだな、という印象を持たれた

のではないだろう

か。実際、シュリ

ーマンは、外国語の本を何冊も諳
そら

んじ

てしまうまで、こうした地味な作業を

延々と続けたのである。

　あなたがもし語学の学習に行き詰ま

りを感じたら、外国語学習は一朝一夕

にして成果が出ないということを思い

出して、上述の方法をしばらくの間辛

抱して続けてみてほしい。半年、１

年、と続けていくうちに驚くほど上達

していることだろう。
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訃
　
　
報

　
中
田
保
氏
（
な
か
だ
・
た

も
つ
）
名
誉
教
授
。
元
法
学

部
教
授
。

　
３
月
27
日
、
81
歳
で
死

去
。
１
９
７
３
年
か
ら
２
０

０
５
年
ま
で
在
職
。
専
門
は

英
語
。

　
松
浦
利
明
氏
（
ま
つ
う
ら

・
と
し
あ
き
）
元
経
済
学
部

教
授
、
元
経
済
学
部
長
。

　
５
月
４
日
、
82
歳
で
死

去
。
１
９
８
５
年
か
ら
２
０

０
４
年
ま
で
在
職
。
専
門
は

世
界
の
農
業
問
題
。

の
大
事
件
を
手
が
け
、
戦
後

は
卒
業
生
と
し
て
初
め
て
専

修
大
学
総
長
を
務
め
た
今
村

力
三
郎
（
１
８
６
６
｜
１
９

５
４
年
）
の
生
誕
１
５
０
年

記
念
展
が
６
月
11
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
８
号
館
今
村
力

三
郎
記
念
ホ
ー
ル
で
始
ま
っ

た
。
23
日
（
木
）
ま
で
（
日

曜
休
館
）。

　
５
部
構
成
で
、
法
服
や
訴

訟
資
料
な
ど
約
50
点
を
展

示
。生
い
立
ち
か
ら
、
今
村
が

学
ん
だ
専
修
学
校（
専
修
大

学
の
前
身
）
の
法
学
教
育
、

大
逆
事
件
や
五
・
一
五
事
件

な
ど
担
当
し
た
事
件
の
記

録
、さ
ら
に
昭
和
21（
１
９
４

６
）
年
に
第
５
代
総
長
に
就

任
し
て
か
ら
の
大
学
改
革
に

つ
い
て
も
紹
介
し
て
い

る
。
今
村
の
生
涯
を
通

し
て
専
修
大
学
の
法
学

教
育
が
果
た
し
た
社
会

的
役
割
を
振
り
返
る
。

　
18
日
（
土
）
午
後
１

時
半
か
ら
は
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
７
号
館
で
記
念
講
演
会

が
あ
る
。
ま
た
11
月
９
日

（
水
）
〜
12
月
３
日
（
土
）

は
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館

で
も
展
示
す
る
。
い
ず
れ
も

無
料
。

旴
大
学
史
資
料
課
☎
03
・
３

２
６
５
・
５
８
７
９

　
専
修
大
学
と
山
形
県
は
５

月
30
日
、
同
県
へ
の
Ｕ
タ
ー

ン
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
を
促
進
す

る
た
め
の
協
定
を
締
結
し

た
。
本
学
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
協

定
締
結
は
群
馬
、
茨
城
、
栃

木
、
静
岡
、
長
野
に
続
き
６

県
目
。
今
後
も
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

希
望
者
の
支
援
を
強
化
し
て

い
く
。

　
本
学
と
山
形
県
は
学
生
、

保
護
者
に
対
す
る
企
業
情
報

の
周
知
や
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就

職
に
関
す
る

情
報
交
換
な

ど
６
項
目
で

連
携
。
具
体

的
に
は
学
内

企
業
説
明
会

で
山
形
県
内

企
業
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
た

り
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ

情
報
を
学
生
に
提
供
し
た
り

す
る
。

　
山
形
県
庁
で
行
わ
れ
た
締

結
式
に
は
吉
村
美
栄
子
知
事

と
湯
浅
敏
明
常
務
理
事
が
出

席
し
、
署
名
を
交
わ
し
た
。

吉
村
知
事
は
「
若
者
の
県
内

回
帰
に
向
け
意
義
深
い
協
定

だ
」
と
述
べ
、
湯
浅
常
務
理

事
は
「
学
生
全
体
に
山
形
県

の
就
職
情
報
を
提
供
し
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
就
職
活
動
を
し

て
い
る
皆
さ
ん
、

Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
を
活

用
し
て
い
ま
す

か
？

　
意
外
と
知
ら
れ

て
い
な
い
の
が

「
活
動
記
録
情

報
」
で
す
。
説
明

会
の
内
容
や
面
接

で
の
質
問
内
容
、

社
員
の
雰
囲
気
な

ど
、
過
去
に
そ
の
企
業
を
受

験
し
た
先
輩
が
残
し
て
く
れ

た
記
録
で
す
。
何
も
準
備
を

し
な
い
で
選
考
に
臨
む
よ
り

も
、
企
業
の
傾
向
を
少
し
で

も
把
握
す
る
こ
と
で
、
不
安

が
軽
減
さ
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
活
用
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
企
業
の
採
用
意
欲

は
依
然
高
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
中
小
企
業
約
１
５
０
社
が

来
校
す
る
「
学
内
企
業
説
明

会
in
生
田
」
を
６
月
15
日

（
水
）
〜
17
日
（
金
）
の
３

日
間
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
グ

リ
ー
ン
ト
ッ
プ
（
生
田
食
堂

棟
）
３
階
で
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
見
て
こ
な
か
っ
た

業
界
・
業
種
を
知
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
一
般
職
や
事
務
職

な
ど
の
求
人
も
多
数
あ
り
ま

す
。
授
業
の
合
間
に
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
当
日
の
参
加
企
業
な
ど
の

詳
細
は
、
ポ
ー
タ
ル
や
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
こ
ま
め
に
確
認
す
る

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

新
役
員
が
紹
介
さ
れ
た

熱
心
に
聴
き
入
る
参
加
者

新
役
員
16
人
を
選
出

育
友
会
定
期
総
会
開
催

神田で記念展開催中
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
山
形
県
と

協
定
締
結

吉村知事（右）と湯浅常務

理事＝５月30日、山形県庁

就
職
課
か
ら

Ｓ-ｎｅｔの活用を

出
い ず

雲
も

　高
た か

志
し

さん

育友会　新会長

の
支
部
懇
談
会
は
「
参
加
し

て
み
な
い
と
そ
の
良
さ
は
わ

か
ら
な
い
」
と
強
調
。「
支

部
長
会
を
通
じ
て
情
報
を
共

有
し
、
本
部
と
支
部
、
支
部

間
の
連
携
強
化
に
取
り
組
み

た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
す
。

　
本
学
育
友
会
が
誕
生
し
た

１
９
５
８
年
生
ま
れ
。「
そ

こ
に
も
縁
を
感
じ
て
い
ま

す
」。
２
年
後
の
60
周
年
に

向
け
て
年
史
の
編
纂
に
着
手

す
る
の
も
今
年
度
の
重
要
な

活
動
の
一
つ
。

　
文
学
部
哲
学
科
の
長
女
と

は
、
通
勤
・
通
学
の
電
車
の

中
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
。「
ゼ
ミ
の
話
題

な
ど
大
学
の
話
も
よ
く
し
て

く
れ
ま
す
」

　
大
手
通
信
会
社
に
勤
務
。

人
事
、
広
告
・
宣
伝
、
テ
レ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
債
権
管

理
な
ど
の
仕
事
に
関
わ
っ
て

き
た
。
そ
ん
な
社
会
人
の
先

輩
が
娘
に
求
め
る
の
は
、

「
人
の
話
に
耳
を
傾
け
自
分

の
意
見
を
し
っ
か
り
と
持

つ
。
言
う
べ
き
こ
と
を
言

い
、
や
る
べ
き
こ
と
を
や

る
。
失
敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
」
こ
と
だ
。

　
漫
画
家
を
目
指
し
、
仕
事

の
か
た
わ
ら
劇
画
原
作
者
・

小
池
一
夫
さ
ん
の
門
下
生
と

し
て
創
作
活
動
に
打
ち
込
ん

だ
こ
と
も
。
愛
読
書
は
山
本

周
五
郎
と
司
馬
遼
太
郎
の
作

品
。「
根
底
に
あ
る
優
し
さ

に
惹
か
れ
ま
す
」。
大
阪
市

出
身
、
58
歳
。

　「
育
友
会
は
『
子
ど
も
の

た
め
に
』
と
い
う
同
じ
価
値

観
の
上
で
活
動
し
て
い
る
、

利
害
関
係
の
な
い
素
晴
ら
し

い
つ
な
が
り
だ
と
思
い
ま

す
」

　
長
女
が
専
大
に
入
学
し
た

２
０
１
３
年
か
ら
本
部
と
埼

玉
支
部
双
方
の
役
員
を
務

め
、
育
友
会
活
動
に
尽
力
し

て
き
た
。

　
同
年
代
の
子
を
持
つ
親
同

士
の
付
き
合
い
の
中
で
、
喜

び
や
悩
み
を
共
有
。
育
友
会

で
の
縁
が
人
と
人
と
の
縁
を

も
た
ら
し
て
く
れ
た
。「
新

し
い
世
界
が
広
が
り
ま
し

た
。
次
世
代
を
支
え
る
や
り

が
い
と
喜
び
は
、
想
像
以
上

で
す
」
と
話
す
。

　「
そ
れ
だ
け
に
役
員
間
の

相
互
理
解
と
協
力
は
不
可

欠
。
自
由
闊
達
に
意
見
を
交

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
よ
り
密
接
な
関
係
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と

力
を
込
め
る
。

　
特
に
教
職
員
か
ら
学
業
、

学
生
生
活
、
就
職
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
が
得
ら
れ
る
夏

次
世
代
支
え
る
喜
び

今村力三郎生誕150年
弁護士・５代総長

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
て
い
る
今
村
力
三

郎
生
誕
１
５
０
年
記
念

展
。
今
村
直
筆
の「
履
正

無
畏
」
の
額
や
法
服
な

ど
貴
重
な
史
料
が
並
ぶ




